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従来の光学材料では不可能とされた機能の発現を可能とするメタマテリアルに関する研究が国内外において活

発になされている［1］。本研究室では、積層させたスプリットリング共振器（SRR）の相対角度変化［2,	3］、あ

るいは積層 SRR	アレイの相対位置変位に基づく共鳴周波数の電界変調［4,	5］について報告してきた。さらに、

積層閉リング共振器（CRR）アレイの相対位置変位あるいは中間誘電体層の誘電率変化による共鳴周波数変調［6-

8］および実効屈折率変調［9-11］について報告してきた。しかしながら、積層 CRRアレイでは反射あるいは吸収

による損失が大きいという課題があった。そこで今回我々は、高透過率・低損失の特性を持つフィッシュネット構

造を採用することにした。反射を抑えるとともに実効屈折率の変調が確認できたので報告する。素子の解析は CST 

studio を使用した。積層 CRR アレイに比べて広帯域において透過が高く、反射が抑えられるといった結果が得ら

れた。	
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Fig. 1. unit cell of fishnet structure 
Fig. 2. S-Parameter amplitude 
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